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目次 Morningstar Manager Research 

重要事項 
Morningstarのアナリストの行為は、倫理規程/職業行為規範ポリシー、個人
の証券等取引（またはこれに準ずる）ポリシーおよび投資調査ポリシー
によって規定されています。利益相反に関する詳細については、次のサ
イトをご覧ください: http://global.morningstar.com/equitydisclosures

運 用 戦 略 ベ ス ト セ レ ク シ ョ ン  2 0 2 6 年 上 半 期  

はじめに 
 
日本株運用戦略の全体像 
 
モーニングスターの評価ポイント 
 
日本株式の優良運用戦略 
 
 
 
 

3 
 

4 
 

6 
 

8 
 
 

モーニングスター・ジャパン 
マネジャー・リサーチ部 
アナリスト 

柳 珠理 



Morningstar Manager Research  |  3

末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

はじめに 
運 用 戦 略 ベ ス ト セ レ ク シ ョ ン  2 0 2 6 年 上 半 期  

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

• 投資家が投資できるアクティブ運用ファンドの数は非常に多く、⾧期的
に超過収益の創出が期待できる真に魅力的なファンドを見極めること
は、投資家にとって容易ではない。本レポートでは、モーニングスター
の包括的な定性マネジャー・リサーチに基づき、多くのアクティブ・
ファンドの中から数本を厳選した。本レポートで紹介する運用戦略は、
当社が高い確信度を持つものであり、⾧期的に相対的に優れた運用成果
をもたらす可能性が高いと考えている。 
 

• 優れた運用戦略は、通常、深い専門性を有する経験豊富なポートフォリ
オ・マネジャー（PM）が運用を担い、強固なリサーチ体制がこれを支え
ている。また、堅固かつ実績のある運用プロセスを一貫して適用し、投
資哲学からぶれない姿勢を保ちながら、持続的な投資優位性を活かす能
力を示している。 
 

• 本レポートで紹介する運用戦略は、モーニングスター・メダリスト・
レーティングにおける「運用担当者」または「運用プロセス」のいずれ
かで少なくとも「平均以上」の評価を獲得しており、かつ他の項目につ
いても「平均」を下回らない評価は維持している。これらの運用戦略の
運用成績は、毎年必ずカテゴリ平均を上回るとは限らないものの、運用
戦略が持つ優位性により、市場サイクル全体を通じてカテゴリ平均を上
回る可能性が高いと考えられる。 

• 半期ごとに公表する本レポートでは、日本籍公募投資信託として提供さ
れているアクティブ運用戦略の中から、日本の投資家にとって特に魅力
的と考えられる戦略を取り上げて紹介する。これらの運用戦略は、日本
の投資家のポートフォリオ構築において主要な構成要素となる資産クラ
ス、または投資家の関心を集めている資産クラスの中から選定されてお
り、いずれもモーニングスターのマネジャー・リサーチチームによる定
性評価の対象となっている戦略である。 
 

• また、Morningstar Directをご利用の方は、こちらをクリックすることで、
本号で取り上げたファンド一覧をご覧いただける。 
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末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

日本株運用戦略の全体像 

• 2026年の日本株式市場は、企業収益の拡大や資本効率改善に向けた企業改
革、株主還元の強化などを背景に、引き続き堅調に推移している。2026年
上半期における日本株式市場全体（Morningstar日本株式指数）は17.1%上昇
した。市場全体が上昇する一方、銘柄間の業績やバリュエーションの格差
も広がっており、個別企業の競争優位性や成⾧余地を見極めるアクティブ
運用の重要性が一段と高まっている。このような市場環境を踏まえ、今回
のレポートでは、日本株式に投資するアクティブ運用戦略を取り上げる。

• 日本株式の運用戦略は、モーニングスターの投資スタイル分類に基づき、
「割安」「成⾧」「ブレンド」「中小型」の4つに分けて紹介する。一般
的に、割安型の運用戦略は、企業の本源的価値や収益力に比べ株価が割安
と判断される企業を選別し投資する。成⾧型の運用戦略は、高い利益成⾧
などが期待される企業に注目し、中⾧期的な企業価値の向上を捉える投資
を行う。ブレンド型に属する運用戦略は、特定のスタイルに偏らず、企業
の収益力や競争優位性を総合的に評価し投資する。中小型株式運用戦略で
は、中⾧期的な成⾧ポテンシャルを有する中小型銘柄の発掘を重視する。
それぞれ異なる市場局面で強みを発揮するため、投資哲学や銘柄選択の特
徴を理解することが重要となる。

• 優れた運用実績が見込まれる運用戦略は、高い能力を備えた運用チームと
堅固な運用プロセスに支えられ、綿密な企業調査と一貫して規律のある運
用執行を有する傾向がある。本号では、運用を遂行する能力が最も高いと
当社が考える運用戦略を厳選し紹介する。

過去一年間における各資産クラス別パフォーマンス動向 
 

運 用 戦 略 ベ ス ト セ レ ク シ ョ ン  2 0 2 6 年 上 半 期  

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

出所: Morningstar Direct. 2026年7月末時点。 



末尾の重要な開示事項をご参照ください。 
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モーニングスターの評価ポイント 
運用戦略の将来の見通しを分析するモーニングスター・メダリスト・レーティングは、「運用担当者」「運用プロセス」「運用会社」の三つの定性評価軸で構成されている。
アナリストは、各評価軸を定性的に分析し、アクティブ運用戦略が市場サイクル全体を通じて、運用費用控除後で市場平均を上回る可能性を評価している。レーティングは、
カテゴリ平均を上回ることが期待される戦略に付与される「金」「銀」「銅」から、平均以下が見込まれる「中位」「下位」までの5段階で構成される。各評価軸については、
包括的かつ一貫性を保ち規律ある評価に基づき、「高」「平均以上」「平均」「平均以下」「低」の5段階で評価される。本レポートで取り上げる各運用戦略は、「運用担当
者」または「運用プロセス」のいずれかの軸で少なくとも「平均以上」の評価を獲得しており、もう一方の軸についても「平均」を下回らない評価を維持している。「運用担
当者」および「運用プロセス」は、それぞれ以下に詳述する5つの評価項目に基づき総合的に評価されている。 

運用担当者 運用プロセス 

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

運用体制 
明確に定義された運用体制は、役割と責任、ならびに意思決定プロセスを定めるこ
とで、戦略の日々の運用執行を支えている。 

経験と在籍年数 
経験年数や在任期間は重要であるが、より重要なのは、戦略の超過収益の創出源に
即した専門性と整合性である。 

能力 
チームの投資能力は、規律ある忍耐強い運用執行、高い集中力とコミットメント、深
いリサーチ力、ならびに思慮深い投資判断によって支えられている。 

チームの質と活力 
戦略の設計および運用範囲に応じて支援リソースを効果的に活用することは、競争優
位性につながる。また、安定性が高く、十分なスキルを備え、協働的に機能するチー
ムは、投資成果を支える重要な要素である。 

後継者計画 
人材の退職は予測が難しい場合が多いものの、適切に設計された後継者計画は、運用
会社が効果的に備え、運用の継続性を維持するうえで重要である。 

アプローチ 
堅固な投資戦略は、健全な原則と明確な投資哲学に基づいており、差別化
されたアプローチ、規律ある運用執行、ならびに⾧期にわたり検証された
再現性の高いプロセスを備えている。 

優位性 
持続的な投資優位性は、情報面、分析面、行動面、運用面のいずれにおいて
も、耐久性があり再現可能な強みを効果的に活用し、適切な意思決定を支え
るものである。 

ポートフォリオ特徴 
ポートフォリオは合理的に構築され、運用者の投資哲学およびプロセスを明
確に反映しているべきである。 

リスク管理 
リスクは多面的であり、個別銘柄およびポートフォリオの両方でリスクを管理
することは、ポートフォリオ運用を成功させるうえで不可欠である。 

運用上限管理と流動性 
運用上限管理および流動性を適切に管理することは、戦略の柔軟性、再現性、な
らびに超過収益創出の能力を維持するうえで極めて重要である。 

運 用 戦 略 ベ ス ト セ レ ク シ ョ ン  2 0 2 6 年 上 半 期  



運 用 戦 略 ベ ス ト セ レ ク シ ョ ン  2 0 2 6 年 上 半 期  
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末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

大和住銀DC国内株式ファンド 
橋本 直子 シニアアナリスト 

割 安 型  
 

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

メダリスト・レーティング ISIN

JP90C0002MF1

モーニングスター・カテゴリ 

国内株式・大型割安 

スター・レーティング 

 

 ポートフォリオは日本の大型株を中心に通
常約80銘柄で構成され、やや割安株寄りの
スタイルを持つ。一方、伝統的な割安指標
のみに依存しないため、カテゴリ指数と比
べるとコア寄り、かつ中型株寄りの特徴を
示している。 

 過去3年間では、大型株の株価上昇により割
安感が薄れたことから、中型株への配分が
やや高まっている。市場環境に応じて割安
な投資機会を柔軟に捉えている。 

 ポートフォリオは個別銘柄の選択に重点を
置いたボトムアップ・アプローチに基づい
て構築され、セクター配分も考慮されてい
る。足元ではテクノロジーをオーバーウェ
イトし、企業との対話を通じてROE改善余地
のある銘柄にも投資している。 
 

 ボトムアップ・アプローチの下、単純な割
安指標に依存せず、PBRやROEを組み合わせ
て企業の収益性・成⾧性を評価し、企業価
値向上が期待できる割安銘柄を発掘する実
績ある運用プロセスが確立されている。 

 定量分析に加え、財務の安定性、成⾧余
地、経営の質を詳細に精査する。さらに経
営陣との積極的な対話を通じ、自社株買い
や持ち合い株解消など、⾧期的なROE改善に
つながる変化を見極めている。 

 銘柄選択を主な超過収益源としつつ、社内
アナリストや定量分析チームの知見も活用
してPM下西ノ園氏の裁量により最終的な
ポートフォリオを構築する。TOPIXに対する
トラッキング・エラーを3～7%に管理し、規
律あるリスク管理を行っている。

 PM下西ノ園氏は20年以上にわたり同戦略に
携わり、運用プロセスの開発にも重要な役
割を果たしてきた。2020年の主担当就任後
も一貫した運用を継続しており、豊富な経
験と戦略への深い理解が強みである。 

 10年以上の経験を持つ7名の運用チームで
は、⾧年の協働を通じて投資哲学と運用プ
ロセスが共有されている。副担当も配置さ
れており、継続性を意識した運用体制が整
備されている。 

 約20名の企業調査アナリストに加え、ESGお
よびマクロ調査チームから幅広いサポート
を受けている。日々のコミュニケーション
を通じて豊富な社内リサーチを活用できる
点も、同戦略の大きな強みである。

運用体制：平均以上 運用プロセス：平均以上 ポートフォリオ特徴 

⾧年の実績を持つ運用プロセスが生み出す優れた日本株式の運用戦略 概要 

出所: Morningstar Direct. 2026年6月時点。 
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末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

ニュー配当利回り株オープン 
シャルマ モヒト アナリスト 

割 安 （ 高 配 当 ） 型  
 

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

メダリスト・レーティング ISIN

JP90C0000LS0

モーニングスター・カテゴリ 

国内株式・大型割安 

 ポートフォリオは厳選された50～70銘柄で
構成され、個別銘柄のTOPIXに対する相対比
率を約2%に抑えている。配当利回りだけで
なく、配当の持続性や成⾧性を重視し、他
の大型バリュー戦略と比べて中小型・コア
寄りの特性を示す。 

 ⾧期保有を重視しており、過去5年間の回転
率は8～24%と低水準にある。配当削減や株
価下落があっても投資前提を再検証したう
えで判断し、配当の持続性と企業価値の双
方を考慮した規律ある売却を行う。 

 社内アナリストの詳細な分析と独自の銘柄
選択基準を基に、高い確信度を持つ銘柄を
⾧期保有する。MUFGを2007年から保有する
ほか、東京エレクトロンなど将来的な配当
成⾧を見込む銘柄も組み入れている。 

 配当利回りの水準と安定性、配当成⾧性を
重視し、⾧期保有を基本とする明確な運用
プロセスが確立されている。配当収入に加
え、株価上昇時には段階的に利益確定を行
い、値上がり益も追求する。 

 TOPIX構成銘柄から時価総額や配当利回りを
基準に定量的に絞り込み、社内アナリスト
の分析を活用して配当削減リスクや自社株
買いの可能性などを精査する。高い確信度
を持つ50～70銘柄に厳選している。 

 一株当たり配当金や自社株買い実績など明
確な基準に基づくことで、安定したポート
フォリオ構築を実現している。過去5年間の
平均回転率も約15%と低水準で、保有銘柄の
入替も限定的であり、一貫性と安定性の高
い運用が維持されている。

 PM山田栄一氏は25年以上の運用経験を有
し、2012年に現行の運用プロセスを構築
し、類似の配当戦略でも⾧年にわたり良好
な実績を積み上げた。配当重視運用に関す
る豊富な経験と高い専門性を評価する。 

 同戦略は主担当と副担当の2名体制で運用さ
れ、少数精鋭で配当重視の戦略に専念して
いる。加えて、平均15年以上の経験を持つ
約20名の社内アナリストが、企業の配当方
針や予測に関する詳細なリサーチを提供し
ている。 

 山田氏による副担当PMの育成や将来的な
チーム拡充など、後継者育成にも積極的に
取り組んでいる。経験豊富な運用チームと
安定したリサーチ体制が、戦略の継続性を
支えている。

運用体制：平均以上 運用プロセス：平均以上 ポートフォリオ特徴 

規律ある⾧期株式戦略 概要 

出所: Morningstar Direct. 2026年6月時点。 

スター・レーティング 
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末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

年金積立 Jグロース 
シャルマ モヒト アナリスト 

成 ⾧ 型  
 

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

メダリスト・レーティング ISIN

JP90C00021F1

モーニングスター・カテゴリ 

国内株式・大型成⾧ 

 成⾧企業への投資を主眼としつつ、TOPIXを
意識した規律あるリスク管理を行うこと
で、カテゴリ平均やカテゴリ指数と比べて
成⾧株特性はやや控えめとなっている。
2026年6月時点では94銘柄を保有する。 

 セクター配分は安定しており、カテゴリ指
数に比べて資本財・サービスおよび金融を
多く保有する一方、ヘルスケアや通信サー
ビスは少ない。この傾向は過去5年間にわた
り概ね一貫している。 

 鎌田氏が運用するコア・アクティブ株式戦
略との保有銘柄の重複度は約90%と高い。両
戦略とも社内アナリストの評価を重視して
おり、一貫した銘柄選択がポートフォリオ
に反映されている。 

 充実した社内アナリスト・チームの知見を
活用し、ボトムアップ型のファンダメンタ
ルズ分析を重視した運用プロセスが⾧年に
わたり確立されている。投資ユニバースを
段階的に絞り込み、徹底した企業調査を通
じて投資銘柄を選定する規律あるプロセス
が強みである。 

 アナリストは、企業のコア事業の成⾧性や
差別化戦略、経営陣の実行力を精査し、そ
の評価をポートフォリオ構築に積極的に反
映している。 

 リスク管理体制も充実しており、BARRAと独
自モデルを併用しながら、TOPIXに対するト
ラッキング・エラーを5%以内に管理してい
る。

 PM鎌田氏は30年以上の業界経験を有し、
2004年以降担当するコア・アクティブ株式
戦略でも⾧期にわたり良好な実績を積み上
げてきた。豊富な経験と一貫した運用手法
が同戦略の強みである。

 日本株式を担当する14名のセクター・スペ
シャリストから成る、経験豊富で安定した
社内アナリスト・チームが運用を支えてい
る。深いセクター知識と徹底した企業リ
サーチを活用できる点を高く評価する。 

 鎌田氏はアナリストの知見を積極的に活用
しており、ポートフォリオの90%超がアナリ
ストから高評価を得た銘柄で構成されてい
る。高い確信度を持つ投資アイデアをポー
トフォリオ構築に反映する、組織的な運用
体制が確立されている。

運用体制：平均以上 運用プロセス：平均以上 ポートフォリオ特徴 

控えめな成⾧株特性を持つ運用戦略を求める投資家にとって合理的な選択肢 概要 

出所: Morningstar Direct. 2026年6月時点。 

スター・レーティング 
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末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

スパークス・厳選投資ファンド（DC） 
柳 珠理 アナリスト 

ブ レ ン ド 型  
 

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

メダリスト・レーティング ISIN

JP90C000K9L6

モーニングスター・カテゴリ 

国内株式・大型ブレンド 

 同戦略の下に、2026年6月時点で、日本籍フ
ァンドは18銘柄を保有し、運用プロセスで
想定する範囲内に収まっている。年間回転
率は概ね10～20%と低水準で、保有銘柄の約
20%を10年以上継続保有するなど、⾧期投資
姿勢が明確に表れている。 

 金利上昇や企業の資本規律改善といった環
境変化を踏まえ、株主還元力の高い金融関
連銘柄を組み入れるなど、ポートフォリオ
を柔軟に調整している。その結果、成⾧性
に加えて配当成⾧や自社株買いも重視し、
よりバランスの取れた大型ブレンド型の特
性へと進化している。 

 同戦略の投資プロセスは、⾧期の運用実績
に裏打ちされた、明確かつ再現性の高いも
のである。徹底したファンダメンタル・リ
サーチに基づき、ビジネスモデルの質、持
続的な競争優位性、経営陣の実績、財務健
全性などを含む7つの投資基準を用いて、日
本の優良企業を厳選している。

 企業価値分析の観点から成⾧性を過度に織
り込まない慎重なバリュエーション評価を
行い、通常20～30銘柄の高確信度ポート
フォリオを構築する。保有期間は3～5年を
基本とし、地域別の収益源、事業エクス
ポージャー、利益創出要因の分散にも配慮
することで、⾧期的かつ安定的なリターン
の獲得を目指している。

 PM武田政和氏は、1999年にスパークスへ入
社して以来、一貫した投資哲学の下、徹底
したファンダメンタル・リサーチと規律あ
る銘柄選択を実践し、20年以上にわたり堅
調な運用実績を築いてきた。

 香港を拠点とし、業界専門家や海外投資
家、投資先企業の海外競合に関する幅広い
情報を活用している。こうしたグローバル
な視点が、日本企業への分析の深さと他戦
略との差別化につながっている。 

 バックアップPMに加え、20名超の日本株ス
ペシャリストから幅広いリサーチ支援を受
けている。⾧期保有を前提とした冷静かつ
規律ある投資姿勢と、充実したバックアッ
プ体制が戦略の継続性と安定した運用を支
えている。

運用体制：高 運用プロセス：平均以上 ポートフォリオ特徴 

経験豊富な運用者による、厳選された優良日本株式のポートフォリオ 概要 

出所: Morningstar Direct. 2026年6月時点。 

※一般向けの公募投信「スパークス・新・国際優良日本株ファンド」のメダリスト・レーティングはNeutral 

スター・レーティング 
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末尾の重要な開示事項をご参照ください。 

小型ブルーチップオープン 
シャルマ モヒト アナリスト 

中 小 型  
 

© 2026 Morningstar, Inc. 当資料はモーニングスターの著作物です。モーニングスターから事前の書面による承諾がない限り、当資料の一部あるいは全ての複製ならびに
再配布等の使用はできません。当資料の情報については、その正確性・完全性・適時性等を保証するものではありません。当資料は、投資助言ではなく、情報提供の
みを目的としたものです。いかなる投資の推奨・勧誘を行う、あるいは示唆するものではありません。 

メダリスト・レーティング ISIN

JP90C0003D90

モーニングスター・カテゴリ 

国内株式・中小型ブレンド 

 中小型株式を主な投資対象としながら、ユ
ニバース内では比較的時価総額の大きい銘
柄にも投資するため、やや大型株寄りの特
性を示す。2026年6月時点では88銘柄を保有
し、100銘柄未満を目安に運用している。 

 割安、成⾧といった特定のスタイルに偏ら
ず、高い確信度に基づいて市場環境に応じ
た柔軟な運用を行う。2022年には成⾧株か
ら割安株へ機動的にシフトし、超過収益の
獲得と下方リスクの抑制につなげた。 

 2025年以降、外木氏が共同PMとして新たな
投資アイデアを持ち込み、2026年4月には主
担当へ就任し、これまでの関与を引き継ぐ
形で運用を担っている。売買回転率は30～
50%と適度な水準にあり、柔軟性を保ちなが
らも中⾧期的な投資姿勢を維持している。 

 ボトムアップ・アプローチを中核とし、定
量・定性の両面から競争優位性、経営陣、
成⾧性、バリュエーションを精査する。約
600銘柄から100銘柄程度まで絞り込み、確信
度に応じて組入比率を決定する規律あるプ
ロセスを採用している。 

 一貫した銘柄選択を基本としながら、市場
環境の変化に柔軟に対応できる点も強みで
ある。独自の定量ツールを活用して投資家
の過熱度やリスクを分析し、必要に応じて
ポートフォリオ特性を機動的に調整する。 

 ベンチマークに過度に依存せず、個別銘柄
の積み上げによってポートフォリオを構築
する。投資対象では比較的大型の中小型株
も活用し、運用資産が増加する中でもキャ
パシティと流動性を適切に管理している。

 PM外木賢人氏は2025年1月から共同PMとして
売買判断を含む運用に深く関与し、2026年4
月に主担当へ就任した。⾧年主担当の福田
泰之氏のもとで経験を積み、同一の投資哲
学を共有していることから、円滑な責任移
行が期待できる。 

 副担当の福田氏は30年以上の日本株運用経
験を有し、2016年以降同戦略を率いて堅調
な実績を積み上げている。複数戦略で共通
したリサーチ・プロセスを用いており、豊
富な経験を効率的に活用している。 

 平均約15年の経験を持つ約20名の日本株ア
ナリストが500銘柄超をカバーし、幅広いセ
クター知見を運用に活用できる。人員の入
れ替わりがある中でも、中核的な専門性と
充実したリサーチ基盤が維持されている。

運用体制：平均以上 運用プロセス：平均以上 ポートフォリオ特徴 

経験豊富なチームと、柔軟性を備えた優れた運用プロセスが主な魅力 概要 

出所: Morningstar Direct. 2026年6月時点。 

スター・レーティング 
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